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申請時
（します） （１）適正な施肥 報告時

（しました）

□ ① 肥料を適正に保管 □

□ ② 肥料の使用状況等の記録・保存に努める □

□ ③ 作物特性やデータに基づく施肥設計を検討 □

□ ④ 有機物の適正な施用による土づくりを検討 □

Ｊ-クレジットを活用した水稲栽培における中干し期間の延長
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環境負荷低減の取組の推進
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環境負荷低減のクロスコンプライアンス

各種支援にあたり、
環境負荷低減の

最低限の取組を要件化
（＝クロスコンプライアンス）

チェックシート
記入・提出
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-

環境にやさしく
生産性も高い農業へ︕

新たな環境負荷を生じさせないよう配慮
廃棄物の発生抑制
循環利用・適正処分

生物多様性への
悪影響の防止

環境関係法令
の遵守

適正な施肥

N P K

適正な防除 エネルギーの節減 悪臭・害虫の発生防止
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機械導入 施設整備 増産

環境負荷低減の取組の「見える化」
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生物多様性保全への配慮
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地域の標準的栽培方法
での排出量（品目別）

対象生産者の栽培方法
での排出量（品目別）

１００％ ー = 削減貢献率（％）
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温室効果ガス削減への貢献
েਓ঻峘ᄎသੲਾ峼৷岮峐岝定量的に温室効果ガスの排出と
吸収を算定峁岝৉ୠ峘ຯষᄎသ峒ૻຎ峁峉చ੖๾൴૨峼઴৒岞

ٲ ٫ਰ঱ڱచ੖๾൴૨؟
ٲٲ ؟ د ���ਰ঱
؟ٲٲٲ د ���ਰ঱

化学農薬・化学肥料の不使用 ２点

化学農薬・化学肥料の低減
（５割以上10割未満）

1点

点1水湛期冬

中干し延期または中止 1点

点1等置設の江

点1護保の類魚

点1理管畔畦
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（図の出典：
農研機構）
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クレジット売却益 ネットワークの構築

組織内の意識改革温対法・省エネ法の報告
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KPI
KPI 2030 2050

CO
( CO2 ) 1,484 t-CO2 10.6 t-CO2(100% )

50%

TRL
TRL 6

TRL 7

50

2050 2050

10 11,665( )
50

72 (20 ) 63 30

6.3 ha 100 ha 25

2000 273 50

6,694 / 30

10

100

30 90

2010 444 444

13% 100

64 100




